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資料２ 

   公立保育園・幼稚園の規模適正化について 

 

１．公立保育園・幼稚園の規模適正化に関する市の基本方針 

子どもは、小学校就学前までに「生きる力の基礎となる心情、意欲、態度」が育つことが

期待されています。保育園・幼稚園では、教育の基礎を培うとともに、子どもの最善の利益

を考慮しつつ、子どもを心身ともに健やかに育成することに努める必要がありますが、小規

模園では、家庭的で細やかな保育や教育ができる反面、友達が固定しやすく、交友関係や遊

びに広がりや深まりが見られない等の課題があり、望ましい集団活動が実現できる環境を整

えることが必要と考えています。 

令和２年３月に策定した「第２期魚津市子ども・子育て支援事業計画」では、適正な保育

環境や、小学校規模適正化による小１ギャップの緩和などの面から、保育園等の規模適正化

を検討することの必要性をあげています。具体的には、片貝保育園については、園児数の減

少から令和６年度までに閉園を検討することとしています。また、大町幼稚園は、本市唯一

の幼稚園であり、そのニーズも一部にあることから、複合施設化も視野に入れながら、改

築・移転新築等の検討を行うこととしています。 

閉園等を検討する基準として、平成 27年３月に策定した第１期計画では「園児数が 10人

以下となった園は休園を検討することとします。」と、その基準を明記しています。第２期

計画では、基準について明記しておりませんが、第１期計画策定時に各地域と協議した経緯

もあり、第１期計画の基準を引き続き市の判断基準と考えております。 

 

２．年度別園児数の状況（各年度４月１日現在） 

①片貝保育園 

 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計 

令和４年度 ０ ３ ３ ０ ２ ３ 11 

令和５年度 ０ １ ４ ３ ０ ２ 10 

令和６年度（見込） １ １ １ ４ ３ ０ 10 

 

②大町幼稚園 

 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計 

令和４年度 ３ ８ 11 22 

令和５年度 ４ ３ ６ 13 

令和６年度（見込） ０ ３ ３ ６ 

 

３．これまでの経緯 

①片貝保育園 

令和４年度以降の園児数減少が見込まれたため、令和２年６月に保護者説明会を開催して

令和３年度末での閉園を提案しましたが保護者の理解を得られず、同年７月開催の保護者説

明会で「園児数が 10人以下となった年度の年度末で閉園する」市の方針を説明しました。 

令和５年度に４月１日の園児数が 10人となったことから、令和５年度末での片貝保育園

の閉園について４月に保護者説明会を開催したところ、途中入園があるため令和５年度の園
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児数は 11人と考える保護者との間で、閉園の基準とする園児数の基準日について考え方が

一致していなかったことがわかりました。そのため、５月に今年度２回目の保護者説明会を

開き「４月１日現在の園児数が 10人以下となった年度の年度末で閉園する」という市の方

針について再度説明をし、令和５年度末には閉園しないが、令和６年度以降の取扱いについ

てはこの方針どおりとすることで保護者の理解を得ました。その後、令和６年度の園児募集

を行い、４月１日現在の園児数が 10人になる見込みとなったため、２月上旬に保護者説明

会を開催して園の状況を説明しました。 

 

②大町幼稚園 

市内の幼稚園は、平成 25年度末に経田幼稚園が、平成 28年度末には私立の明星幼稚園が

閉園し、現在は大町幼稚園のみとなっています。園児数は、平成 28年度の 35人から減少

し、平成 31年度に 21人となってからは 20人前後で推移していましたが、令和５年度に 13

人と減少しました。そのため、９月に保護者アンケートを実施し、10月には保護者説明会を

開催してアンケート結果や園の現状を説明し、園の今後の在り方について保護者と意見交換

を行いました。その際に、市内の私立保育園が認定こども園に移行して１号認定（教育標準

時間認定）の園児受入を開始した頃から大町幼稚園の園児数が減少し、幼稚園のニーズが以

前ほどではなくなっていると思われることや、このまま園児数の増加が見込めない場合は、

閉園も視野に入れざるを得ないことを説明しました。その後、令和６年度の園児募集を行い

ましたが、新３歳児の入園はなく新４歳児、新５歳児の６人となる見込みのため、２月上旬

に第２回保護者説明会を開催して園の状況を説明しました。 

 

４．今後の対応 

３月に入り、片貝保育園の令和６年４月１日現在の園児数は 10人となることがほぼ確定

しています。今年２月に開催した保護者説明会では、令和６年４月１日の園児数が 10人で

確定した場合は、令和６年度末で閉園する方針であることを説明し、保護者の理解をいただ

いておりますので、４月１日現在の園児数がこのまま 10人となった場合は、令和６年度末

で片貝保育園を閉園したいと考えております。 

大町幼稚園につきましては、令和６年度の園児数が、新４、５歳児各３人の合計６人とな

る見込みです。新３歳児の入園がなく、今後も園児数の増加が見込めないことから、令和６

年度末で大町幼稚園を閉園したいと考えております。 

 


